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太平洋は、我等の力、力いっぱいはげみましょう太平洋は、我等の力、力いっぱいはげみましょう

今を楽しむ今を楽しむ

このまちを楽しむこのまちを楽しむ
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シニア世代のスマートフォン購入費補助金制度を開始しますシニア世代のスマートフォン購入費補助金制度を開始します
（下田市スマートフォン購入費補助制度）（下田市スマートフォン購入費補助制度）

問合せ先　総務課情報推進係　☎㉒３９２１問合せ先　総務課情報推進係　☎㉒３９２１

　市では、シニア世代のＩＴ活用を支援するため、スマートフォンを初めて購入される

65 歳以上の皆さまへ購入費の一部補助を行います。

対象（※次の要件を満たす方となります。）対象（※次の要件を満たす方となります。）

１　65 歳以上の市民で、８月１日以降に初めてス

　　マートフォンを購入、所持される方（申請時

　　点で 65 歳以上であること）

２　市税等に滞納がなく、スマートフォンの購入

　　が営利目的でないこと。

３　市指定のスマートフォン講座を受講すること。

４　下田市メール配信サービスに登録すること。

申請から補助金交付までの流れ申請から補助金交付までの流れ

１.申請

　①市内指定店舗で８月１日以降にスマートフォン

　　を購入し、購入等確認書を受け取ってください。

　　市内指定店舗

　　・ａｕショップ下田　  ・ソフトバンク下田

　　・ドコモショップ下田  ・小林テレビ設備（有）

　②市が指定するスマートフォン講座を受講し、受講

　　証明付申請書をもらってください。

　③申請先へ申請書類を提出してください。

２.市が申請内容を審査し交付決定後、指定口座に

   補助金を振り込みます。

※審査の結果、申請額の全額又は一部を不交付とする

場合があります。

補助金対象費用補助金対象費用

・スマートフォン本体購入費で上限は一万円

（消費税及び地方消費税を除く。金額が一万円未

満の場合は、購入費の千円未満の端数を切り捨

てた額となります。）

・分割払い、一括払いのどちらも対象です。

（分割払いの場合は、支払済の金額が対象です。）

申請期間申請期間

８月１日から令和５年２月 10 日（予算に達し次第

受付終了）

申請に必要な書類申請に必要な書類

申請書、本人確認書類（写し）、領収書（写し）、口座

が確認できるもの、購入等確認書

申請先　総務課情報推進係　☎㉒３９２１

スマートフォン講座についてスマートフォン講座について

①市が主催するスマートフォン講座（無料）①市が主催するスマートフォン講座（無料）
　現在、開催日程が決まっているコースは、次のと

おりです。今後も定期的に開催を予定しています。

第１回コース（場所：市民文化会館大会議室）

　基礎編　８月 24 日（水）10 時～ 12 時

　応用編　８月 31 日（水）10 時～ 12 時

第２回コース（場所：市民文化会館大会議室）

　基礎編　８月 24 日（水）13 時 30 分～ 15 時 30 分

　応用編　８月 31 日（水）13 時 30 分～ 15 時 30 分

基礎編、応用編の両方を受講してください。

補助を希望しない方も受講は可能です。

各コースとも定員は 20 名です（申込先着順）。

持ち物　スマートフォン、筆記用具

申込先　総務課情報推進係☎㉒３９２１

②指定店舗で行っているスマートフォン教室②指定店舗で行っているスマートフォン教室
　ドコモショップ下田店、ソフトバンク下田、小林テ

レビ設備（有）で開催しているスマートフォン教室で

す。１回の受講時間、補助要件となる受講回数等は店

舗によって異なります（各店舗にご確認ください）。

申込・問合せ先

（要事前予約。日程は申込の際にお問合せください）。

ドコモショップ下田店　☎０１２０-１７７-３６８

※無料（ただし LINE 教室のみ有料）。

他店購入者も受講可能。

ソフトバンク下田 ☎㉕３２３０

　※無料。他店購入者も受講可能。

小林テレビ設備（有） ☎㉒５２３２

※小林テレビ設備（有）で購入された方は無料。

他店での購入者は有料。

高齢者スマートフォン購入費補助金の補助要件となる市指定のスマートフォン講座は次のどちらかとなります。
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南
海
ト
ラ
フ
は
、
日
本
列
島
が

位
置
す
る
大
陸
プ
レ
ー
ト
の
下
に
、

海
洋
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
ん
で
い

る
場
所
を
指
し
ま
す
。
こ
の
２
つ

の
境
界
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む
こ

と
に
よ
り
、
ひ
ず
み
が
蓄
積
さ
れ

１
０
０
年
か
ら
１
５
０
年
の
間
隔

で
大
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

１
８
５
４
年
の
安
政
南
海
地
震

か
ら
１
６
０
年
以
上
が
経
過
し
て

お
り
、
巨
大
地
震
発
生
の
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
左
図
の
赤

線
で
囲
ま
れ
た
領
域
、
緑
色
の
領

域
は
想
定
震
源
域
と
な
っ
て
お
り
、

大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。　
　

　

市
で
は
、
震
度
５
強
か
ら
６
弱

の
揺
れ
が
想
定
さ
れ
、
最
短
で
地

震
発
生
後
12
分
程
度
で
50
㎝
、
20

分
以
内
に
は
10
ｍ
の
津
波
が
到
達

し
、
最
大
津
波
高
は
33
ｍ
に
な
る

と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
南
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ト
ラ
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震
臨
時
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報

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
と

は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
す

る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
際
に
気
象

庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
情
報
で
す
。

こ
の
よ
う
な
情
報
が
発
表
さ
れ
た

場
合
、
一
週
間
程
度
の
事
前
避
難

が
必
要
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
家
具
の
固
定
や
非
常
持
出
品

の
準
備
な
ど
地
震
へ
の
備
え
を
再

確
認
す
る
と
と
も
に
、
国
や
市
か

ら
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
防
災
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
日
頃
か
ら
で
き
る
備
え
〉

　

災
害
が
発
生
し
た
時
の
避
難
場

所
、
避
難
経
路
な
ど
に
つ
い
て
家

族
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
庭
で
の
防
災
対
策
を
促

進
す
る
た
め
各
種
補
助
金
の
交
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
補
助
金
に
関

す
る
詳
細
は
、
防
災
安
全
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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キ
キ
ク
ル
（
危
険
度
分
布
）
と

は
、
大
雨
や
洪
水
に
よ
る
災
害
の

危
険
が
ど
こ
で
、
ど
の
レ
ベ
ル
ま

で
迫
っ
て
い
る
か
を
地
図
上
で
確

認
で
き
る
情
報
で
す
。
洪
水
災
害

の
危
険
度
分
布
は
「
洪
水
キ
キ
ク

ル
」、
大
雨
警
報
の
危
険
度
分
布

は
「
浸
水
キ
キ
ク
ル
」、
土
砂
災

害
の
危
険
度
分
布
は
「
土
砂
キ
キ

ク
ル
」
に
て
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

気象庁のホームページで公開中

■
キ
キ
ク
ル
の
表
示
変
更

　

６
月
30
日
か
ら
、
大
雨
特
別
警

報
発
令
基
準
と
な
る
、
警
戒
レ
ベ

ル
５
相
当
「
災
害
切
迫
」（
黒
）

の
新
設
、警
戒
レ
ベ
ル
４
相
当
「
非

常
に
危
険
」
（
う
す
紫
）
と
、
「
極

め
て
危
険
」
（
濃
い
紫
）
は
警
戒

レ
ベ
ル
４
相
当
の
「
危
険
」（
紫
）

に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

　

警
戒
レ
ベ
ル
５
相
当
「
災
害
切

迫
」（
黒
）
は
、
災
害
が
す
で
に

発
生
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
警
戒
レ
ベ
ル
４
相
当
「
危

険
」（
紫
）
ま
で
に
は
、
安
全
な

場
所
に
全
員
避
難
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
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～

　

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
。

１
９
２
３
年
９
月
１
日
に
関
東
地

方
を
襲
っ
た
関
東
大
震
災
を
教
訓

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
日
を
含
む
８
月
30
日
か
ら
９
月

５
日
ま
で
を
防
災
週
間
と
定
め
、

こ
の
期
間
に
総
合
防
災
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

最
近
は
、
全
国
的
に
大
規
模
な

災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
地
域

で
実
施
さ
れ
る
防
災
訓
練
に
積
極

的
に
参
加
し
、
改
め
て
自
分
自
身

や
家
族
、
身
の
周
り
の
方
の
命
を

守
る
た
め
に
、「
自
助
・
共
助
」

の
力
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

訓
練
の
開
始
時
間
や
内
容
等

は
、
各
地
区
に
よ
っ
て
異
な
る
の

で
、
お
住
い
の
地
区
の
自
主
防
災

会
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
等
に
よ
り
、
訓
練

内
容
が
変
更
又
は
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

キキクル（危険度分布）

R4.6.30 より運用

⇦

従来（R4.6.29 まで）

５相当（災害切迫）

４相当（危険）
(極めて危険 )

４相当 (非常に危険 )

３相当（警戒） ３相当（警戒）

２相当（注意） ２相当（注意）
１相当

（今後の情報等に留意）

１相当

（今後の情報等に留意）



将来の公共交通の利用に対しては前向き

外出の満足度は 45％程度

公共交通の利用者は全体の１割程度

　

通
勤
・
通
学
や
通
院
等
、
私
た

ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
公
共
交
通
。
し
か
し
、近
年
、

公
共
交
通
の
利
用
者
は
減
少
し
続

け
、存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
も
公
共
交
通
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

公
共
交
通
利
用
者
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
以
降
、
特
に
厳
し

い
状
況
で
す
。
人
口
減
少
等
に
よ

り
、
今
後
、
さ
ら
な
る
利
用
者
の

減
少
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
バ
ス
の
運
行
等

に
対
し
財
政
負
担
を
行
い
、
路
線

の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
こ

の
ま
ま
利
用
者
の
減
少
が
続
く

と
、
路
線
の
維
持
が
困
難
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
自
動
車
が
運
転
で
き

な
い
交
通
弱
者
や
、
観
光
面
で
の

公
共
交
通
利
便
性
の
確
保
も
重
要

な
課
題
で
す
。

　

今
後
、
持
続
可
能
な
交
通
体
系

の
構
築
に
向
け
た
施
策
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

広報しもだ 2022. ８月号 - 4 -- 5 - 広報しもだ 2022. ８月号

　市では、昨年度から２か年をかけて現状の公共交通計画の検証を行い、

新たな「下田市地域公共交通計画」の策定を行っています。

　この計画の策定に向け、令和３年 12 月にアンケート調査を実施しました。

配布 5,000 票に対して、回答数：2,050 票、回収率：41.0％と、多くの市民

の方にご協力いただき、誠にありがとうございました。

　今後、下田市における公共交通のあり方や、必要な施策を定める際の基

礎資料とさせて頂きます。

下
田
市
に
お
け
る

　

地
域
公
共
交
通
の
現
状

▶グラフ①

公共交通利用状況

　外出の満足度については、回答者のうち 45％程度

の方が「満足」または「やや満足」と回答しています。

　目的別では、「食料品など日常的に行う買い物」が

最も満足度が高く、「衣料品など主に休日に行う買い

物」が最も満足度が低いという結果になりました。

　アンケート調査の結果、公共交通を定期的に（月２～３回以上）利用する方は、回答者のうち１割程度でした。

▶グラフ②　

外出の満足度（目的別）

運賃等に対する要望が最多 取組みの認知度は低い

　将来の公共交通利用意向については、「将来、ク

ルマや免許を手放した場合、積極的に公共交通を

利用したい」との回答が半数近くと最も多くなっ

ており、公共交通利用については概ね前向きな意

見が多いことが分かりました。

▼グラフ⑤　将来の公共交通利用意向

　これまでに市で実施された公共交通に関する取組み

について、認知度は低く、ＰＲ・広報等の面で改善の

余地があることが分かりました。

　今後必要な施策としては、「気軽に乗れるような運

賃体系・お得な切符を導入する」への要望が最も多く

なっていました。

　その他自由意見として、バス車両の小型化やバス・

鉄道の本数増加、バス停周辺環境の改善等の要望もあ

りました。

▼グラフ④　今後必要な施策

み
ん
な
で
「
創
る
」

　
　
　
　
　
　

公
共
交
通

　

「
下
田
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

は
、
市
や
交
通
事
業
者
だ
け
で
は
な

く
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
体
に
な
っ

て
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
や
頂
い
た
ご
意
見
を
元
に
、
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
施
策
を

検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
、
各
地
域
で
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
実
施
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

声
を
反
映
し
な
が
ら
計
画
策
定
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

公共交通公共交通
～アンケート調査を実施しました～～アンケート調査を実施しました～

問合せ先　建設課都市住宅係　☎㉒２２１９問合せ先　建設課都市住宅係　☎㉒２２１９

稲梓地域を走る
コミュニティバス

イメージキャラクター

「いなみん」

▼グラフ③　これまでの取組みの認知度

※グラフ中の nは回答者数を表しています

28.0％

（人）



新型コロナウイルス対策新型コロナウイルス対策
市内事業者向け補助金の申請受付市内事業者向け補助金の申請受付
問合せ先　産業振興課地域経済促進係　☎㉒３９１４

広報しもだ 2022. ８月号 - 6 -- 7 - 広報しもだ 2022. ８月号

ＳＴＯＰＳＴＯＰ‼‼　鳥獣被害　鳥獣被害
～鳥獣から地域を守るために～～鳥獣から地域を守るために～

問合せ先　産業振興課農林係　☎㉒３９１４問合せ先　産業振興課農林係　☎㉒３９１４

　市内では、ニホンジカやイノシシ、サル等による農作物への食害や道路・法面を崩すなど生活環境への被害、農

地や住宅地への出没などが確認されており、これらに関する相談が多く寄せられています。

　このような相談に対応するため、現在市では鳥獣被害対策実施隊を設置し、農地への防護柵の設置方法に関する

助言や市街地へと出没した動物の追払い、罠の設置による捕獲活動のほか、

各種補助金による農林業者や狩猟者への支援なども行っています。

１、鳥獣被害防止対策事業費補助金

　鳥獣による農林産物への被害を防止するため、田んぼや畑などに防護柵等を設置する際の費用を補助します。

補助額 原材料及び副資材費や外注加工等に係る費用の 50％

限度額 10 万円（認定農業者　20 万円）

注意事項

・同一箇所の申請は原則５年間不可。

・同一の者による申請は同一年度で１回限り。

・補助対象者は事業実施予定の土地所有者又はその土地の使用収益権を有する者。

市の現状

市の事業について

２、鳥獣捕獲報償金

　農林産物に被害をもたらす鳥獣の捕獲を奨励するため、市の捕獲許可を受けた方が捕獲した際に報償金を交付します。

市 国

対象鳥獣

イノシシ 5,000 円
成獣　7,000 円

幼獣　1,000 円

ニホンジカ 5,000 円
成獣　7,000 円

幼獣　1,000 円

サル 30,000 円
成獣　8,000 円

幼獣　1,000 円

注意事項
・対象鳥獣の捕獲を行う際には市の捕獲許可が必要です。

・捕獲許可を受けるには狩猟免許が要ります。

３、新規狩猟免許取得への補助金

　鳥獣による農作物被害への対策として、対象鳥獣の捕獲活動に従事することができる者を確保するため、狩猟免

許を取得する際に必要となる経費を補助します。

補助対象経費　　
・予備講習会受講料　　　・試験申請手数料　　・猟友会入会金　　　・狩猟税　

・医師の診断書作成料　　・免許登録手数料　　・その他必要経費

上限 上限 30,000 円（1,000 円未満の端数切捨）

交付条件

１　市内在住で市税を滞納していない者

２　新たに免許を取得する者

３　市内の鳥獣駆除に従事可能な者

　　以上３点を満たしている者。

【補助内容】　 接客を主体とした事業所において行う感染予防、感染防止に向けた施設や設備の改修や備品等の購入

　　　　　　にかかる経費

【補助対象】   市内に事業所を有する会社、会社以外の法人及び個人事業主で、令和４年５月 1日時点で営業実態が

　　　　　　あり、かつ一般客が利用できる施設を有する事業者

【補助額】    補助対象経費の 1/2 以内で、補助額の上限は 50 万円

            ※ただし、補助対象経費 10 万円未満の整備は対象外となります。

＜補助対象事業の例＞

　・換気や空気清浄等  　⇒　空調機・換気扇の設置、窓の増設、空気清浄機の購入　等

　・施設の改修　　　　  ⇒　間仕切りの設置、カウンターやフロアの改修　等

　・接触機会の減少　　  ⇒　バーコード注文システム、センサー式水栓化　等

　・体調の把握　　　    ⇒　サーモカメラ、サーモグラフィーの設置　等

※注意事項

　①空調機、空気清浄機の機種選定においては、以下の事項に注意してください。

　　・業務用で、機能や能力、台数が事務所の規模や構造等に適合していること。

　　・エアコンは換気機能を、空気清浄機はウイルス除去機能を、それぞれ有していること。

　②施設の改修は、ソーシャルディスタンスの確保や３密の防止を図るための改修に限ります。

9/30まで
(金 )

　市では、長期化する新型コロナウイルスの感染拡大による影響を受けている市内事業者の皆さまを支援するため、

感染予防の強化や With コロナ・After コロナに対応した新しい事業展開、新しい生活様式への対応等に取り組む皆

さまを対象とした補助金の申請を受け付けています。

　令和２年度及び令和３年度に同じ補助制度を利用された方は対象外です。

　すでに工事着工・購入した備品については対象外です。

【補助内容】　 販売力強化に向けたインターネットを利用した通販サイトの開設や EC モールへの出店等を行うため

　　　　　　 の経費

【補助対象】 　市内に事業所を有する中小企業者、経済団体等

【補助額】     中小事業者＝補助対象経費の 2/3 以内で、補助額の上限は 20 万円

             経 済 団 体 ＝補助対象経費の 2/3 以内で、補助額の上限は 40 万円

＜補助対象事業の例＞

　・自社の EC サイトの開設（カート『買い物カゴ』機能を備えた通販サイト）

　　  ⇒　作成委託費、作成用ソフト購入、開設初期費用、サイト運用月額費用　等

　・EC モールへの出店（楽天、Amazon、ヤフー等のサイトへの出店）

　　  ⇒　モールに出店するための初期費用、モール出店にかかる月額費用

新型コロナウイルス感染防止対策経営改善事業補助金新型コロナウイルス感染防止対策経営改善事業補助金

中小企業販売力強化支援事業補助金中小企業販売力強化支援事業補助金

＜各補助金の申請書類、申請マニュアルは、市ホームページ又は窓口で配布しています＞

　◇窓口：①下田市役所産業振興課

　　　　　②下田商工会議所
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第 67 回下田市芸術祭参加者募集第 67 回下田市芸術祭参加者募集

　広く文化芸術の向上と普及を図るため、第 67 回下

田市芸術祭を開催します。市内在住者、在勤者、又は

稽古場に通っている方なら誰でも参加できます。皆さ

まの応募、参加をお待ちしています。

オリジナルフォトフレーム作り体験教室オリジナルフォトフレーム作り体験教室

　中央公民館講座として、海に落ちているシーグラス

とマイクロプラスチックを使ってオリジナルフォトフ

レームを作ります。夏休みの思い出に、オリジナルフォ

トフレーム作りを体験してみませんか？
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髙髙
こ う のこ う の

野野　　拓拓
た く また く ま

真真 （出身：南伊豆）（出身：南伊豆）

秋
日
程

募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

受
験
資
格
の
確
認

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
の
配
布

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

　
　
　
　
　

す
る
対
応
に
つ
い
て

職
員
に
下
田
市
役
所
で
働
く

職
員
に
下
田
市
役
所
で
働
く

い
き
が
い
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

い
き
が
い
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

ジャンル

美術・手工芸・文芸・華道・盆栽・将棋大会

会期

（前期）11 月 18 日（金）～ 20 日（日）

（後期）11 月 25 日（金）～ 27 日（日）

応募方法

　教育委員会生涯学習課（中央公民館内）窓口、市民

文化会館に用意してある所定の用紙で応募ください。

※８月 31 日（水）12：00　締め切り

部門会議の開催について

時間

９月９日（金）19：00 ～

場所

中央公民館２階

※申込者が発表・展示部門別に集まって当日までの運営・

進行（会場割・出品目録・リハーサル・プログラム編

成・出演時間等）について具体的な相談をします。会

議通知は出しませんが、必ず出席をお願いします。

問合せ先　生涯学習課社会教育係　☎㉓５０５５
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，
０
０
０
円
以
下
で
あ
る

■
請
求
手
続

■
請
求
手
続

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
請
求
手
続
の
ご
案
内

金
機
構
か
ら
請
求
手
続
の
ご
案
内

が
届
き
ま
す
。

が
届
き
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

か
ら
、
口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た

か
ら
、
口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た

り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め

り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

制
度
な
ど
詳
し
く
知
り
た
い
場

　

制
度
な
ど
詳
し
く
知
り
た
い
場

合
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
又
は

合
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
又
は

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』

☎
０
５
７
０

☎
０
５
７
０--

０
５
０
５--

４
０
９
２

４
０
９
２

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
合
せ
先

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　

  

（
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

（
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

の
払
い
戻
し
（
償
還
払
い
）
を
行

の
払
い
戻
し
（
償
還
払
い
）
を
行

い
ま
す
。

い
ま
す
。

☆
対
象
者

☆
対
象
者

　

左
記
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方

　

左
記
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方

が
対
象
で
す
。

が
対
象
で
す
。

・
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

・
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

  

1717
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性

で
、
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点

で
、
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点

で
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

で
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

・・
1616
歳
と
な
る
日
の
年
度
の
末
日

歳
と
な
る
日
の
年
度
の
末
日

ま
で
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
３

ま
で
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
３

回
接
種
し
て
い
な
い

回
接
種
し
て
い
な
い

・・
1717
歳
と
な
る
日
の
年
度
の
初
日

歳
と
な
る
日
の
年
度
の
初
日

か
ら
令
和
４
年
３
月

か
ら
令
和
４
年
３
月
3131
日
ま
で

日
ま
で

に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
２
価
サ
ー

に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
２
価
サ
ー

バ
リ
ッ
ク
ス
も
し
く
は
４
価

バ
リ
ッ
ク
ス
も
し
く
は
４
価

ガ
ー
ダ
シ
ル
）
を
受
け
、
接
種

ガ
ー
ダ
シ
ル
）
を
受
け
、
接
種

費
用
を
負
担
し
て
い
る

費
用
を
負
担
し
て
い
る

・
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
、
償

・
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
、
償

還
払
い
を
受
け
よ
う
と
す
る
接

還
払
い
を
受
け
よ
う
と
す
る
接

種
回
数
分
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ッ

種
回
数
分
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
接
種
に
よ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ

チ
ア
ッ
プ
接
種
に
よ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
い
な
い

ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
い
な
い

申
請
期
間

申
請
期
間

令
和
７
年
３
月

令
和
７
年
３
月
3131
日
ま
で

日
ま
で

問
合
せ
先

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
健
康
づ
く
り
係

市
民
保
健
課
健
康
づ
く
り
係

　
　
　

（
窓
口
⑤
）
☎
㉒
２
２
１
７

　
　
　

（
窓
口
⑤
）
☎
㉒
２
２
１
７

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方

を
受
給
し
て
い
る
方

  

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

   
   

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）
の
接
種

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）
の
接
種

  

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）
の
償
還
払
い

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）
の
償
還
払
い

日時

令和４年８月 21 日（日）14 時～ 16 時

開催場所

中央公民館大会議室

参加費

１人 200 円（材料費）

※当日徴収します。

定員

先着 40 名

参加条件

市内小・中学生とその保護者

持ち物

シーグラス、マイクロプラスチック

（こちらでも用意しますが、なるべくご自身で拾って

きてください）

申込期間

８月 15 日（月）まで

問合せ先　生涯学習課社会教育係　☎㉓５０５５

ホームページ QR

ホームページ QR

ホームページQR

日本年金機構
ホームページQR



　
　

前
回
は
、
昭
和

　

前
回
は
、
昭
和
5151
年
の
山
田

年
の
山
田

太
一
ド
ラ
マ
「
夏
の
故
郷
」
か

太
一
ド
ラ
マ
「
夏
の
故
郷
」
か

ら
、
地
方
の
衰
退
や
人
口
減
少
問

ら
、
地
方
の
衰
退
や
人
口
減
少
問

題
は
、
ず
い
ぶ
ん
昔
か
ら
あ
っ
た

題
は
、
ず
い
ぶ
ん
昔
か
ら
あ
っ
た

の
だ
と
改
め
て
認
識
し
、
そ
の
上

の
だ
と
改
め
て
認
識
し
、
そ
の
上

で「
こ
こ
に
は
働
く
場
所
が
な
い
」

で「
こ
こ
に
は
働
く
場
所
が
な
い
」

と
い
う
声
を
下
田
市
で
も
よ
く
聞

と
い
う
声
を
下
田
市
で
も
よ
く
聞

く
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
で
し
た
。

く
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
で
し
た
。

今
回
は
そ
の
続
編
で
す
。

今
回
は
そ
の
続
編
で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る

　

さ
て
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る

「
働
く
場
所
」
と
は
い
っ
た
い
何

「
働
く
場
所
」
と
は
い
っ
た
い
何

で
し
ょ
う
？
今
回
は
そ
こ
を
掘
り

で
し
ょ
う
？
今
回
は
そ
こ
を
掘
り

下
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
と

下
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
と

い
う
の
も
実
は
、
下
田
市
は
県
内

い
う
の
も
実
は
、
下
田
市
は
県
内

で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
高
い
有
効
求

で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
高
い
有
効
求

人
倍
率
を
維
持
し
て
い
る
か
ら
で

人
倍
率
を
維
持
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
で
す
か
ら
、
「
働
く
場
所
」

す
。
で
す
か
ら
、
「
働
く
場
所
」

う
ん
ぬ
ん
は
、
単
な
る
求
人
の
多

う
ん
ぬ
ん
は
、
単
な
る
求
人
の
多

寡
（
多
い
少
な
い
）
で
は
な
く
、

寡
（
多
い
少
な
い
）
で
は
な
く
、

若
い
人
に
と
っ
て
「
つ
き
た
い
」

若
い
人
に
と
っ
て
「
つ
き
た
い
」

と
思
う
仕
事
で
あ
り
、
具
体
的
な

と
思
う
仕
事
で
あ
り
、
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
と
し
た
ら
、
ス
テ
キ
な

イ
メ
ー
ジ
と
し
た
ら
、
ス
テ
キ
な

人
た
ち
が
颯
爽
と
歩
く
、
都
会
の

人
た
ち
が
颯
爽
と
歩
く
、
都
会
の

高
層
ビ
ル
の
Ｉ
Ｔ
企
業
、
み
た
い

高
層
ビ
ル
の
Ｉ
Ｔ
企
業
、
み
た
い

な
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
の
言
い

な
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
の
言
い

方
を
借
り
れ
ば
、
お
し
ゃ
れ
で
知

方
を
借
り
れ
ば
、
お
し
ゃ
れ
で
知

的
で
高
給
な
職
場
と
い
う
こ
と
に

的
で
高
給
な
職
場
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

地
元
の
高
校
を
出
た
ら
都
会
に

　

地
元
の
高
校
を
出
た
ら
都
会
に

問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００

　ギラギラと照りつけるような日差しに夏本番を感じますね。体温調節が十分に発達していない子どもたちは、熱中

症の危険性が大人よりも高まります。こまめな水分補給を心がけましょう。また、子どもたちの大好きな水遊びも本

番です。子育て支援センターでは、年齢によって曜日指定の水遊び・プール遊びを行っています。詳しくは、子育て

支援センターにお問い合わせください。

誕 生 日 会

広報しもだ 2022. ８月号 - 10 -

　
こ
ん
に
ち
は
、
市
長
で
す

　
　

～
「
故
郷
」
を
考
え
る
（
そ
の
２
）
～

行
っ
て
専
門
学
校
や
大
学
に
進

行
っ
て
専
門
学
校
や
大
学
に
進

み
、
や
が
て
カ
ッ
コ
い
い
仕
事
に

み
、
や
が
て
カ
ッ
コ
い
い
仕
事
に

つ
い
て
都
会
風
な
暮
ら
し
を
送

つ
い
て
都
会
風
な
暮
ら
し
を
送

る
。
そ
れ
が
典
型
的
な
成
功
モ
デ

る
。
そ
れ
が
典
型
的
な
成
功
モ
デ

ル
と
し
て
、
若
者
た
ち
は
も
ち
ろ

ル
と
し
て
、
若
者
た
ち
は
も
ち
ろ

ん
、
私
た
ち
大
人
（
親
世
代
）
に

ん
、
私
た
ち
大
人
（
親
世
代
）
に

も
共
有
さ
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、

も
共
有
さ
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、

地
方
に
は
残
念
な
未
来
し
か
描
け

地
方
に
は
残
念
な
未
来
し
か
描
け

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

大
人
た
ち
が
、「
こ
の
ま
ち
は
、

　

大
人
た
ち
が
、「
こ
の
ま
ち
は
、

（
自
分
た
ち
の
仕
事
を
含
め
、
魅

（
自
分
た
ち
の
仕
事
を
含
め
、
魅

力
的
な
）
仕
事
が
な
い
」
と
考
え

力
的
な
）
仕
事
が
な
い
」
と
考
え

る
こ
と
は
、
一
方
で
豊
か
な
自
然

る
こ
と
は
、
一
方
で
豊
か
な
自
然

と
か
多
様
な
価
値
と
か
言
っ
て
移

と
か
多
様
な
価
値
と
か
言
っ
て
移

住
政
策
を
進
め
な
が
ら
実
は
、
自

住
政
策
を
進
め
な
が
ら
実
は
、
自

分
た
ち
の
地
方
の
仕
事
を
、
さ
ら

分
た
ち
の
地
方
の
仕
事
を
、
さ
ら

に
は
故
郷
の
ま
ち
そ
の
も
の
を
軽

に
は
故
郷
の
ま
ち
そ
の
も
の
を
軽

ん
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

ん
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

で
し
ょ
う
か
？

　

念
の
た
め
に
申
し
ま
す
が
、
私

　

念
の
た
め
に
申
し
ま
す
が
、
私

は
こ
こ
で
、
こ
の
ま
ち
の
若
者
た

は
こ
こ
で
、
こ
の
ま
ち
の
若
者
た

ち
に
、「
と
に
か
く
都
会
か
ら
戻
っ

ち
に
、「
と
に
か
く
都
会
か
ら
戻
っ

て
き
て
く
れ
」
と
言
っ
て
い
る
の

て
き
て
く
れ
」
と
言
っ
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
論
、
自
ら

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
論
、
自
ら

の
意
思
で
故
郷
に
戻
る
若
者
は
大

の
意
思
で
故
郷
に
戻
る
若
者
は
大

歓
迎
で
す
。

歓
迎
で
す
。

　

し
か
し
、・
・
・（
す
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、・
・
・（
す
い
ま
せ
ん
。

ま
た
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

ま
た
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
結
論
は
来
月
号
で
）

た
。
結
論
は
来
月
号
で
）

 7日(水)　めだかルーム　９時～11時30分

 9日(金)　ふれあい遊び　※午後閉館(清掃・消毒)

12日(月)　体育館で遊ぼう　９時30分～11時

　　　　　場所：市民スポーツセンター(サンワーク)

14日(水)　あひるルーム　９時～11時30分

16日(金)　誕生会　

20日(火)　防災出前講座(起震車体験)　10時30分～

21日(水)　うさぎルーム　９時～11時30分

22日(木)　ふれあい遊び　※午後閉館(清掃・消毒)

26日(月)　発育測定・育児相談　９時～11時

　　　　　栄養士講話、保健師・栄養士来所

27日(火)　ベビーリトミック　10時30分～　岡かよの先生

28日(水)　にこにこサークル読み聞かせ　10時30分～

７/２　これば ! 大型遊具で遊ぼう！　　

　朝日小学校体育館にて下田子育て支援ネットワーク

主催「これば！大型遊具で遊ぼう」が行われました。

約 70名の親子が来場し子どもたちは家の中では体験

できない様々な遊具で思い切り楽しみました。

７月の
できごと

- 11 - 広報しもだ 2022. ８月号

1 日　県青少年の非行 ・ 被害防止強調月間街頭

　　    キャンペーン 

5 日　シニア向けスマートフォン講座 （ＫＤＤＩ・スマホ・

            ケータイ安全教室）

12 日　市町対抗駅伝競走大会代表候補選手

          説明会及び決起大会

15 日　市内海水浴場開設

23 日　白浜海の祭典

７/20　佐々木教育長が退任
　平成27年７月の就任以降、７年間下田市の教育行政

推進に尽力されてきた、佐々木文夫教育長の退任式が行

われました。先生時代から子どもたちの笑顔を大切にし

てきた佐々木教育長、長い間お疲れ様でした。

７/11 ～ 20　夏の交通安全県民運動
　夏の交通安全県民運動が7/11～ 20まで開催されまし

た。11日は交通安全関係団体による早朝一斉街頭指導

を市内主要交差点48か所で実施し、交通量が増える観

光シーズンに向け、安全運転意識の向上を図りました。

７/３　あゆ釣り大会
　稲生沢川の落合地区を会場に、第67回静岡県あゆ友

釣り競技選手権大会が開催され、県内16チーム約120

名の選手が参加し腕前を競い合いました。団体・個人

ともに同じ賀茂地域の河津川チームが優勝しました。

６/26　ライフセービング全国大会　　　

　第 35 回全日本種目別ライフセービング選手権大会

が白浜大浜で開催されました。全国から 400 名を超

える選手が集まり、優秀な成績を収めた選手は、世

界選手権の代表権を獲得されました。

７/22 ～ 24　カジキ釣り大会
　第 44回となる「国際カジキ釣り大会」が３年ぶり

に行われました。全国から 94チーム 550 人のフィッ

シャーが参加し腕を競い合い、最大で 180キロ超のカ

ジキを含む 37本が釣り上げられました。

めだかルーム

第１水曜日

未歳児：橙色名札

０歳児：桃色名札

R4.4.2生～

R3.4.2～ R4.4.1生

あひるルーム

第２水曜日
１歳児：黄色名札 R2.4.2～ R3.4.1生

うさぎルーム

第３水曜日

２歳児以上：水色名札

　　　　　：緑色名札

H31.4.2～ R2.4.1生

H28.4.2～ H31.4.1生

年齢別ルームのお知らせ
　９月から３月まで毎月１回(午前)、同年齢(名札の色)

で集まって遊ぶ日を設けます。同じ年齢のお子さんを持

つ保護者同士で情報交換、親子同士でふれあう場として

いただければと思います。年齢ごとの呼び名は表記のと

おりです。実施日については変更になることもあります

ので、確認の上ご参加ください。

交 通 安 全 教 室 お で か け 広 場 親 子 で リ ズ ム 遊 び



し
た
蓋
然
性
が
強
い
場
合

※
（
例
）
複
数
の
感
染
者
が
確
認

さ
れ
た
労
働
環
境
下
で
の
業

務
、
顧
客
等
の
近
接
や
接
触
の

機
会
が
多
い
労
働
環
境
下
で
の

業
務

・
医
師
・
看
護
師
や
介
護
の
業
務

に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
に
つ

い
て
は
、
業
務
外
で
感
染
し
た

こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
を
除

き
、
原
則
と
し
て
対
象

・
症
状
が
持
続
し
（
罹
患
後
症
状

が
あ
り
）
、
療
養
等
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
場
合
も
保
険
給
付

の
対
象

　

詳
し
く
は
、厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
Ｑ
＆
Ａ
（
項
目
「
５

労
災
補
償
」）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

静
岡
労
働
局
三
島
労
働
基
準
監
督

署
（
労
災
）

☎
０
５
５-

９
１
６-

７
３
４
３

採
用
人
員
（
消
防
職
）
３
人
程
度

受
験
資
格　

高
等
学
校
卒
業
以
上

試
験
日
・
科
目

１
次
試
験　

10
月
16
日
（
日
）

教
養
試
験
・
作
文

２
次
試
験　

11
月
６
日
（
日
）

体
力
試
験
・
口
述
試
験
（
面
接
）

報
値)

・
息
子
や
孫
を
名
乗
る
電
話
で
お

金
を
用
意
す
る
よ
う
言
わ
れ
た

ら
詐
欺
！

・
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は

他
人
に
渡
さ
な
い
！

・
留
守
番
電
話
設
定
や
迷
惑
悪
質

電
話
防
止
装
置
の
活
用
を
！

(

防
犯
協
会
で
無
料
貸
出
実
施
中)

詐
欺
か
ら
女
性
の
く
ら
し
を
守
る

『
さ
く
ら
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
作
戦
』

実
施
中

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
は

・
65
歳
以
上(

昭
和
32
年
以
前
生

ま
れ)

の
女
性

・
独
り
暮
ら
し
か
昼
間
一
人
で
生

活
し
て
い
る
人

　

該
当
し
て
い
る
方
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先

下
田
警
察
署
管
内
防
犯
協
会　

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉗
２
７
６
６

　

子
育
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
恋
人

と
の
出
会
い
、
家
族
へ
の
想
い
な
ど

を
詠
ん
だ
短
歌
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

９
月
30
日(

金)

ま
で

募
集
部
門

一
般
の
部
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
可
能

応
募
方
法

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
詳
細
は
あ
い
の
う
た
事
務
局
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
先

あ
い
の
う
た
事
務
局
（
（
株
）
中

日
ア
ド
企
画
内
）

郵
送

〒
４
３
０-

０
９
２
９　

浜
松
市

中
区
中
央
二
丁
目
10
番
１
号 

浜

松
青
色
会
館
５
Ｆ

FAX
０
５
３-

４
５
２-

０
６
８
１

HPhttps://ainouta2022.com/ 

問
合
せ
先

県
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
未
来
課

☎
０
５
３-

４
５
２-

０
５
５
５

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修

　

一
定
の
条
件
の
場
合
、
上
限

１
０
０
万
円
（
高
齢
者
の
み
の
世

帯
の
場
合
は
１
２
０
万
円
）
の
補

助
が
あ
り
ま
す
（
別
途
上
乗
せ
制

度
が
あ
り
ま
す
）。

　

両
制
度
と
も
予
算
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
検
討
さ
れ
て
い

る
方
は
お
早
め
に
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

建
設
課
都
市
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
９

　

市
で
は
、
金
融
機
関
か
ら
通
常

の
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な

市
内
小
規
模
事
業
者
の
方
々
に
対

し
、
必
要
な
事
業
資
金
の
融
通
の

円
滑
化
を
図
り
、
経
営
の
安
定
と

維
持
、
発
展
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
融
資
に
か
か
る
利
子
補

給
金
を
交
付
す
る
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

対
象
者

　

３
ヶ
月
以
上
市
内
で
事
業
を
営

ん
で
お
り
、
従
業
員
が
30
人
以
下

（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
10
人
以
下
）

の
法
人
又
は
個
人
で
市
内
に
事
業

所
・
店
舗
が
あ
る
方
。

※
個
人
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
市

内
に
店
舗
と
住
所
を
も
つ
方
に

受
付
期
間　

８
月
25
日
（
木
）
～

９
月
15
日
（
木
）

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
配
布

　

下
田
消
防
本
部
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

下
田
消
防
本
部
総
務
課
人
事
財
務
係　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
８
２
９

試
験
日　

11
月
13
日
（
日
）

種
類　

甲
種
、
乙
種
全
類
、
丙
種

申
請
期
間
（
電
子
申
請
）

８
月
26
日（
金
）～
９
月
５
日（
月
）

申
請
期
間
（
書
面
申
請
）

８
月
29
日（
月
）～
９
月
８
日（
木
）

試
験
場
所

下
田
市
ほ
か
県
内
６
会
場

問
合
せ
先

下
田
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
８
４
９

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

静
岡
県
支
部

☎
０
５
４-

２
７
１-

７
１
４
０

　

下
田
警
察
署
管
内
で
特
殊
詐
欺

の
被
害
は
７
月
25
日
ま
で
に
８

件
、
１
，
２
２
３
万
円
の
被
害
に

遭
っ
て
お
り
、
前
年
同
時
期
に
比

べ
３
件
増
加
し
て
い
ま
す
。(

速

　

認
知
症
に
関
心
の
あ
る
人
が
集

ま
る
認
知
症
カ
フ
ェ
に
来
て
み
ま

せ
ん
か
？
認
知
症
か
も
？
覚
え
ら

れ
な
い
、
思
い
出
せ
な
い
と
不
安

に
な
っ
て
い
る
方
、
同
じ
悩
み
を

も
つ
方
と
話
し
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
程　

９
月
２
日
、
10
月
７
日
、
11
月
４

日
、
12
月
２
日
、
３
月
３
日

内
容　

認
知
症
予
防
リ
ハ
ビ
リ
体
操
、
か

る
た
大
会
等

参
加
費　

無
料

会
場
時
間　

柿
崎
公
民
館

13
時
30
分
～
15
時
15
分

申
込
・
問
合
せ
先　

市
民
保
健
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

（
窓
口
④
）
☎
㊱
４
１
４
６　

対
象

・
感
染
経
路
が
業
務
に
よ
る
こ
と

が
明
ら
か
な
場
合

・
感
染
経
路
が
不
明
の
場
合
で
も
、

感
染
リ
ス
ク
が
高
い
業
務
（
※
）

に
従
事
し
、
そ
れ
に
よ
り
感
染

・
80
万
円
以
下
、
単
身
６
５
０
万

円
、
夫
婦
１
，
６
５
０
万
円

・
80
万
円
超
１
２
０
万
円
以
下
、

単
身
５
５
０
万
円
、
夫
婦
１
，

５
５
０
万
円

・
１
２
０
万
円
以
上
、
単
身
５
０
０
万

円
、
夫
婦
１
，
５
０
０
万
円

※
交
付
対
象
要
件
を
満
た
さ
な
い

方
及
び
冒
頭
記
載
の
施
設
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
申
請
は
不
要
で
す
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
介
護
保
険
係

　
　

 

（
窓
口
④
）
☎
㉒
２
０
７
７

　

大
地
震
発
生
時
、
昭
和
56
年
以

前
の
木
造
住
宅
で
大
き
な
被
害
が

出
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
耐
震
化
は
自
分
の
命
を

守
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
防
災

力
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
昭
和
56
年
以
前
の
木

造
住
宅
に
対
し
、
無
料
の
耐
震
診

断
と
耐
震
改
修
工
事
の
補
助
制
度

を
設
け
、
耐
震
化
の
促
進
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。

無
料
の
耐
震
診
断

　

耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
、
診
断

を
実
施
し
ま
す
。
診
断
費
は
無
料

で
す
（
令
和
６
年
度
ま
で
）。

限
り
ま
す
。

※
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方
。

融
資
限
度
額　
　
　
　
　

１
事
業
者
７
０
０
万
円
以
内
（
事

業
資
金
に
限
る
）

融
資
期
間　

５
年
以
内

融
資
利
率

毎
年
度
取
扱
金
融
機
関
と
の
間

で
、
同
意
書
を
取
り
交
わ
す
利
率

利
子
補
給

基
準
金
利
２
．
０
８
％
、
う
ち
、

融
資
実
行
日
か
ら
２
年
間
を
限
度

に
市
が
１
．
０
％
を
利
子
補
給

償
還
方
法

元
金
均
等
の
月
賦
償
還

保
証
人
・
保
証
料

静
岡
県
信
用
保
証
協
会
の
定
め
に

よ
る

相
談
・
申
込
先

市
内
金
融
機
関

必
要
書
類

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

産
業
振
興
課
地
域
経
済
促
進
係

     
   

     
 

☎
㉒
３
９
１
４

　

８
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
に
『
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
窓
口
時
間
の

延
長
』
を
行
い
ま
す
。

窓
口
延
長
日
及
び
時
間

８
月
12
日(

金)

・
26
日(

金)

17
時
15
分
～
19
時
30
分

持
ち
物

・
郵
送
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
（
交
付
の
方
の
み
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
、

顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、

保
険
証
等
は
２
点)

窓
口
の
場
所

市
役
所
西
館
１
階　

市
民
保
健
課
市
民
係
（
窓
口
②
）

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
５
５
１

※
手
続
は
、
原
則
申
請
者
ご
本
人

が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
市
民
係

　
　

 

（
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

　

交
付
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る

方
は
、
介
護
保
険
施
設
（
介
護
老

人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施

設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
、
介

護
医
療
院
）
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
利
用
し
た
と
き
、
食
費
・
部
屋

代
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
申
請
方
法
に
つ
い
て

は
、
市
民
保
健
課
介
護
保
険
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
付
対
象
と
な
る
要
件

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

②
配
偶
者
（
世
帯
分
離
し
て
い
る

配
偶
者
を
含
む
）
が
住
民
税
非

課
税

③
預
貯
金
等
の
金
額
が
左
記
以
下

・

老

齢

福

祉

年

金

受

給

者
、

生
活
保
護
受
給
者
、
単
身

１
，
０
０
０
万
円
、
夫
婦
２
，

０
０
０
万
円

合
計
所
得
金
額
、
課
税
年
金
収

入
額
と
非
課
税
年
金
収
入
額
の

合
計
が

広報しもだ 2022. ８月号 - 12 -

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

    　
　

 　
　
　
　

  

窓
口
延
長

８月の納税
納期は８月31 日（水）
市・県民税       ２期

国民健康保険税　 ４期

後期高齢者医療保険料 １期

介護保険料    　 ２期

 ※納期内に納めましょう

※納税は便利な口座振替で
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ぜひご利用ください
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第
９
回　

あ
い
の
う
た

～
出
会
い
か
ら
子
育
て
ま
で
の

          

短
歌
コ
ン
テ
ス
ト
～

 

下
田
署
管
内
増
加　

          

特
殊
詐
欺
に
注
意　

（広告）

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の

  　
　
　
　

交
付
申
請
に
つ
い
て

 

地
震
か
ら
命
を
守
ろ
う

   

無
料
の
耐
震
診
断
は

    

令
和
６
年
度
で
終
了
で
す
！

 

下
田
市
小
口
資
金
融
資
・

             

利
子
補
給
制
度

 

認
知
症
カ
フ
ェ
オ
レ
ン
ジ

         

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
開
催

業
務
に
よ
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
、
労
災
保

険
給
付
の
対
象
と
な
り
ま
す

 

危
険
物
取
扱
者
試
験
実
施

 

下
田
地
区
消
防
組
合
職
員
募
集



６
月
16
日
か
ら
７
月
15
日
届
け
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

６
月
届

地　

区　
　

氏　

名　
　

保
護
者

荒　

増　

工
藤　

匠た

く

ま眞　

学

吉
佐
美　

清
水　

皐さ

つ

き月　

彰

７
月
届

蓮
台
寺　

桑
子　

真み

お緒　

大
和

立　

野　

土
屋　

蒔し

き季　

俊

大
賀
茂　

土
屋　

心み

あ愛　

愛
美

柿　

崎　

木
村
仁じ

ん
の
す
け

之
輔　

孝
広

須　

崎　

長
谷
川
蒼あ

お

ば波　

知
哉

６
月
届

五
丁
目　

土
屋　

美
奈　

25　

53

敷　

根　

鈴
木　

貞
子　

19　

84

　

〃　
　

金
指　

忠　
　

24　

76

大　

沢　

金
崎　

亘　
　

26　

80

立　

野　

村
山
富
喜
子　

25　

103

　

最
近
の
10
年
間
で
経
口
の
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
の
治
療
が
行
き
渡
り
、

Ｃ
型
肝
炎
は
ほ
ぼ
治
癒
、
Ｂ
型
肝

炎
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
変
わ
っ
て
肝
臓
病
の

分
野
で
脚
光
を
浴
び
て
き
た
の
が

脂
肪
肝
で
す
。
脂
肪
肝
は
、
従
来

予
後
経
過
は
良
好
な
も
の
と
考
え

ら
れ
、
ま
た
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障

害
の
初
期
段
階
に
見
ら
れ
る
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
飲
酒
歴
の
な

い
人
に
も
、
進
行
す
る
脂
肪
肝
炎

の
群
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
肝
臓
の
脂
肪
化
を
改
善

す
る
特
効
薬
が
未
だ
無
い
の
は
、

体
重
減
少
を
可
能
に
す
る
良
薬
が

無
い
の
と
一
緒
で
す
。
従
っ
て
食

事
や
運
動
、
飲
酒
習
慣
の
改
善
な

ど
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

食
事
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
ず
危

険
な
油
（
白
い
ラ
ー
ド
の
よ
う
な

獣
肉
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の

油
）
は
控
え
、
飲
酒
は
２
合
ま
で

と
し
、
こ
こ
で
た
ん
ぱ
く
質
の
摂

取
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
た
ん
ぱ

く
質
は
、
魚
、
肉
の
筋
肉
の
部
分
、

豆
や
豆
腐
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

　

炭
水
化
物
・
麺
類
や
脂
肪
分
は

そ
の
組
成
が
Ｈ:

水
素
、
Ｏ:

酸

素
、
Ｃ:

炭
素
で
で
き
て
お
り
、

Ｎ:

窒
素
を
含
む
た
ん
ぱ
く
質
と

こ
こ
で
区
別
さ
れ
ま
す
。
人
間
が

体
を
作
る
の
に
食
事
か
ら
窒
素
＝

た
ん
ぱ
く
質
を
と
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
炭
水
化
物
や
脂
肪
、

お
酒
で
は
代
替
え
出
来
ま
せ
ん
。

　

健
康
診
断
で
脂
肪
肝
と
言
わ
れ

て
も
、
肝
臓
崩
壊
が
進
み
肝
臓
線

維
化
の
進
展
が
な
い
脂
肪
肝
は
予

後
良
好
で
す
。
む
し
ろ
全
身
の
脂

肪
貯
留
で
弊
害
の
あ
る
、糖
尿
病
・

高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
心
臓
病
の

よ
う
な
合
併
症
を
予
防
し
な
が
ら

全
身
の
内
臓
脂
肪
を
減
少
さ
せ
る

事
が
重
要
で
す
。

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

下田高校写真部

「下田高校写真部作品展」

問合せ先　市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第４木曜日及び祝日

ぜひ図書館に

お越しください

今月のミニミニあーとぎゃらりー 募集中！ミニミニあーとぎゃらりー展示作品

　市立図書館には 「ミニミニあーとぎゃらりー」 という展示コーナーがあり、

皆さまの作品を随時募集しています。 絵画、 写真、 書、 手芸、 コレクショ

ン…何でもＯＫです。 グループでの展示も大歓迎です。 興味のある方は

図書館までお気軽にお問合せください。

７月の

アートギャラリー

西川　力さん

「写真」
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脂
肪
肝
に
つ
い
て

          

内
科　

湊　

志
仁

　成人向け　書名 著者名 出版社

よって件のごとし 

三島屋変調百物語 八之続
宮部　みゆき KADOKAWA

凍る草原に鐘は鳴る 天城　光琴 文藝春秋

小さき王たち　第２部：泥流 堂場　瞬一 早川書房

腹を割ったら血が出るだけさ 住野　よる 双葉社

プリンシパル 長浦　京 新潮社

掬えば手には 瀬尾　まいこ 講談社

児童向け　書名 著者名 出版社

がっこうのおばけずかん げたげたばこ

どうわがいっぱい

斉藤 洋 作

宮本 えつよし 絵
講談社

１３歳からの仕事図鑑 朝日新聞出版編 朝日新聞出版

ねずみくんはカメラマン

ねずみくんの絵本

なかえ よしを 作

上野 紀子 絵
ポプラ社

はまったら抜け出せない！？

食虫植物調べる学習百科

田辺 直樹 監修

石倉 ヒロユキ 編著
岩崎書店

ちいさいごみしゅうしゅうしゃ

ぱっくんはどこだ？

薫 くみこ 作

オームラ トモコ 絵

ひさかた

チャイルド

だれのからだ？もようや

かたちでわかる動物のひみつ

小宮 輝之 写真・監修

有沢 重雄 構成・文
偕成社

９月の市民相談
相談日 内容 対象 時間 場所

９月８日
（木）

年金相談
どなたでも

（要予約）
 ９：00 ～ 14：00

市民文化会館

大会議室

９月 13日

（火）

２歳児

健康相談

Ｒ２年

８月生 ８：50

～９：50
中央公民館

２歳６か月

児健康相談

Ｒ２年

２月生

９月 14日

（水）

市民相談

どなたでも

（要予約）

10：00

～ 15：00

市民文化会館

小会議室３

法律相談
９：30

～ 12：00

市民文化会館

小会議室２

９月28日
（水）

市民相談
10：00

～ 15：00

市民文化会館

小会議室２

人権相談
どなたでも

（予約不要）

市民文化会館

小会議室３

乳幼児健診
相談日 内容 対象 時間 場所

８月 19 日

（金）

１歳６か月

児健診

Ｒ２年 12 月

Ｒ３年 1月生 12：50

～ 14：00
中央公民館

９月 22 日

（木）
３歳児健診 Ｒ元年７．８月生

子育てネットワーク通信
問合せ先　子育てネットワーク事務局　☎㉒２２１６

●下田わくわくパーク「これば！」☎㉒ 2216（福祉事務所）

　９月 10 日（土）にまどが浜海遊公園で

　開催予定でした「納涼祭」は

　中止となりました。

●ひよこサロン（参加費無料）☎㉒ 3294（社会福祉協議会）

　日時　９月 15 日（木）10：00 ～ 12：00

　場所　道の駅「開国下田みなと」４階会議室３

水道当番工事店　　　　　　※修繕費は有料です。

分担期間 工事店 電話番号

８月５日～８月７日 ㈲渡辺住宅設備 27-1300

８月８日～８月12日 ヤマト設備工業㈱ 23-3570

８月13日 須原設備 28-1161

８月14日 杉本設備工業㈱ 22-3040

８月15日 ㈲菊地ポンプ商会 22-1085

８月16日 土屋設備 22-6506

８月17日～８月21日 ㈱外岡組
22-1769

22-1250

８月22日～８月28日 斉藤住設 22-7245

８月29日～９月２日 ㈲渡辺住宅設備 27-1300

受付 ： 「平日」 午後５時 15 分～翌午前８時 30 分、

　　　　 「土 ・ 日 ・ 祝日」 午前８時 30 分～翌午前８時 30 分

人のうごき
    住民登録人口 ７月１日 増減

男　   ９，７７７　　　　－８

女 　１０，４８３  　　　－６

計 　２０，２６０　　　－１４  

  　　世帯数　  １０，５５７ 

　  出　生  　３　　 転　入　５７ 

    死　亡  ２８　　 転　出　４６　　　

謹
ん
で

　

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　

 

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に
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※排水管等の詰まりについては、 対象外となります。

西　

中　

相
馬
波
留
歸　

27　

75

宇
土
金　

鈴
木
む
つ
よ　

26　

92

柿　

崎　

渡
辺　

数
男　

26　

92

　

〃　
　

山
下　

幸　
　

29　

90

７
月
届

一
丁
目　

馬
場　

健　
　

７　

70

三
丁
目　

加
藤　

喜
一　

10　

89

六
丁
目　

深
澤　

潔　
　

12　

90

　

〃　
　

宮
本　

邦
夫　

３　

75

西
本
郷　

村
越　

光
世　

８　

86

　

中　
　

及
川　

元
美　

８　

74

宇
土
金　

鈴
木
か
く
ゑ　

14　

92

箕　

作　

鈴
木　

賢　
　

12　

99

吉
佐
美　

山
田
ヨ
シ
ミ　

１　

83

　

〃　
　

小
島　

一
義　

５　

81

柿　

崎　

鈴
木　

俊
江　

１　

93

須　

崎　

土
屋
　
み
子　

13　

95

　

〃　
　

村
松
た
け
子　

6/30　

93

白　

浜　

藤
ノ
木
英
男　

6/29　

83

※
戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。



　

浄化槽の処理対象人員に応じて　限度額 ７万円～５０万円の補助
（新築工事に伴うものは除く）　　※令和５年３月３１日まで

広
報

し
も

だ
　

令
和

4
年

８
月

５
日

発
行

　
毎

月
１

回
発

行
　

下
田

市
役

所
〒

415-8501 下
田
市
東
本
郷
一
丁
目

5
番

18
号
　
☎
 (22) 2212

みなさんのお宅のアイドルを募集しております。
市役所へどしどしお寄せください！
問合せ先　企画課秘書広報係　☎㉒ 2212

 大賀茂にお住いの

 山本　真己さん・亜衣里さんの

    長 男　蒼
そ う ま

真 くん   （１歳９か月）

 こんにちは！そうまです。

ぼくは、お外で遊ぶのが大好き！

お散歩したり、水遊びをして楽しんでるよ♪　

公共下水接続助成金拡充へ！！

市ホームページ QR

拡充期限迫る拡充期限迫るつ
な
が
る
下
田
、

つ
な
げ
る
下
水
道

「第２弾伊豆・富士山歴史絵巻「第２弾伊豆・富士山歴史絵巻ＷｅｂＷｅｂ

スタンプラリー with 神奈川」開催中スタンプラリー with 神奈川」開催中

ふじのくに静岡ホームページ QR

駿河湾フェリーの乗船料（往路）無料駿河湾フェリーの乗船料（往路）無料
キャンペーンを実施中キャンペーンを実施中
～駿河湾フェリーに乗って～駿河湾フェリーに乗って

プロスポーツを観戦に出かけませんかプロスポーツを観戦に出かけませんか♪～♪～

駿河湾フェリーホームページ QR

　大河ドラマ「鎌倉殿の 13 人」ゆかりの史跡をめぐ

るスタンプラリーを開催しています。

　伊豆・富士山地域だけでなく神奈川県内にもチェッ

クポイントを設置しているので、ぜひ、巡ってみてく

ださい。

期間　

９月 30 日（金）まで

参加費　無料

チェックポイント数　

・静岡県内　99 箇所　

・神奈川県内　13 箇所

スタンプ取得条件　

ＱＲコード読み取り又は、ＧＰＳ取得。

参加特典　

・スタンプ獲得条件に応じた各種景品の抽選に応募可能。

・協力店舗でスタンプを提示すると、各種特典が受け

られます。

　詳細は「ぶしのくに静岡県」ホームページを御確認

ください。

問合せ先　

静岡県東部地域局地域課

☎ 055-920-2139

　地域住民のプロスポーツ観戦機会の創出や観光交流

の促進を目的として、下田市民が駿河湾フェリーを利

用し、静岡市内で開催されるプロスポーツを観戦され

る方を対象に、往路〔土肥港発〕のフェリー乗船料及

び車両航送運賃を無料にする『駿河湾フェリー利用促

進トライアルキャンペーン』を実施しています。

期間　

12 月 25 日（日）まで

※予算額に達し次第、終了する場合があります。

対象
・市内にお住まいの方

・駿河湾フェリーを往路利用される方

・乗船日に対象試合を観戦される方

対象試合
・サッカー J1 リーグ 清水エスパルス主催試合

・バスケットボールB3リーグ ベルテックス静岡主催試合

問合せ先　

(一社 )ふじさん駿河湾フェリー

☎ 054-340-5223


